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令和3年度 第2回土佐清水市総合振興計画等検討会議 概要 

 

日 時：令和4年3月24日（木）  １0時0０分～11時15分 

場 所：土佐清水市役所 ３階 議会会議室 

出席者：別紙のとおり  

説明者：農林水産課、観光商工課、企画財政課、健康推進課、こども未来課、生涯学習課、 

国立公園＊ジオパーク推進課 

事務局：企画財政課長 横山英幸、課長補佐 竹池亮、政策企画係長 新谷麻子、主事 山﨑立志 

 

会議概要（要約）   

 

【会議次第】 

 

１．開会 

 

2．議事  

①土佐清水市まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

■第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略 令和3年度取組実績見込報告 

 

○農林水産課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

（酒井委員） 

・6ページの事業は森林環境譲与税を財源として行われる事業だと思うが、地球温暖化防止や災害防止など

発生源の対策が求められている。現在、調査を行った分を集約して、いつごろから事業実施が行われるのか。 

 

（和泉課長） 

・意向調査の結果、市に任せたいとなった場合は、今後現況調査や測量、所有者の許可を取ることなどを行

い、本課としては令和 4 年度から、境界の確定や所有者の許可など補完的なものを行う。その後、令和 5

年度からは山に入っていけるのではないかと考えている。 

 

（土居委員） 

・管轄外かもしれないが、下ノ加江の五味の川近くの田を重機で掘り起こしており、何か作業をしているこ

とは分かるが、具体的な中身について教えてほしい。 

 

（和泉課長） 

・市野々の圃場整備のことだと思います。高知県が工事を行っており、今年の植え付けは難しいが、来年の

植え付けには間に合うような工事になっている。 

 

○観光商工課より資料を基に説明 

・観光業は新型コロナウイルス感染症の影響を直撃の打撃受けている分野・産業であり、目標値の達成は多

くの項目できていないことを踏まえての報告となることを了承していただきたい。 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 
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（土居委員） 

・かなり多くの事業をやっている中でも、Meji-Caについても非常に効果が高いということで、（来年度は）

プレミアムポイントが3％に下がるけれども、観光の旅行とコラボをし、いい取り組みなので長く続けてい

ただきたい。このエリアでも注目されている事業で、引き続きよろしくお願いします。 

 

（酒井委員） 

・Meji-Caのカードが作れるのは清水市民だけか。 

 

（二宮課長） 

・今、観光で5千円割引しますというのをMeji-Caカードで渡しています。5千円を受け取った観光客は、

市内のお店で使えて、お金を落とすような仕組みを作っている。観光客でなくてもMeji-Caカードを作りた

いという人が何人かおり、市役所で手続きをとっている。市民は青で、市外の方は白いカードとなっている。 

 

（酒井委員） 

・（森林組合）現在3人四万十市から来ており、来年度はもう1人入る予定。 

 

（二宮課長） 

・市役所に来ていただければ手続きができる。 

 

○企画財政課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

（土居委員） 

・出会いのきっかけイベントについて今後は、もっと人数を増やして実施していってほしい。事業の実施者

である久保委員より事業について詳しい説明をお願いしたい。 

 

（久保委員） 

・今年は、飲食ができないという中で6時間、飲み物やつまみ程度の軽食で実施し、イベント重視で楽しみ

ながら交流を行った。ただ単に話をするだけでは話のきっかけが作れないので、乗馬体験や軽スポーツを

しながら、話すきっかけを作るような仕掛けとした。アンケートも実施し、楽しく参加できるということ

で、（平成28年度から実施する中で）6組が結婚となった。口コミでの参加者の応募もあるが、リピー

ターばかり増えてしまっても、毎回同じ顔ぶれということにもなるので、調整しながら6～7割は新しい

人でイベントを実施している。 

 

○健康推進課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

なし 

 

○こども未来課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

（田中委員） 

・24ページについて、子育て支援センターの利用者人数について6月と12月が他の月より多いのはなぜ

か。 
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（中津課長） 

・コロナの感染状況によるものと考えられる。 

 

○生涯学習課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

なし 

 

〇国立公園＊ジオパーク推進課より資料を基に説明 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

（酒井委員） 

・ジオツアーの販売について、ビジターセンターで販売しているのか。 

 

（酒井課長） 

・ビジターセンターは予約窓口となっており、実際の収入はガイドへ支払われている。 

 

（酒井委員） 

・他のものとセットでの販売を行うと、販売が増えるのではないか。 

 

（酒井課長） 

・幡多広域が教育旅行向けで、SATOUMI とセットになった教育旅行のツアー、SATOUMI の入館と竜串

海岸の散策を合わせたセット金額を少し割り引いて販売している。 

 

 

②第２期 土佐清水市まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂について 

○事務局より資料を基に説明 

1ページ目は、道の駅めじかの里土佐清水について実施計画等を作成する際、県との協議の中で数値目標を

修正したため、それに合わせて総合戦略の目標を修正するもの。 

 

2ページ目は、「子育て支援の充実」についての改定についての2件となっている。 

1つ目は、ファミリーサポートセンター事業の指標について、センター設置が達成したため、指標を利用者

人数へ変更するもので、2つ目は放課後児童クラブ事業の指標について、現在、清水小学校に設置しており、

目標が達成しているため、今後の目標として指標を登録児童数に変更するもの。 

 

【質疑・意見交換内容（要旨）】 

（畠中委員） 

・2ページの放課後の子どもの居場所づくりについて、子どもの人数が減っている中で（この目標値の）人

数がしっくりこない。どういう理由か。 

 

（池内課長補佐） 

・現在43名が登録しており、現状維持で進めていきたい。 

 

（横山課長） 

・少子化で子どもが減っており、その中で通常考えられるのは目標値も減っていくと思うが、PR も行い子

育て支援策として今の数値を維持していきたので、ご理解をお願いしたい。 
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3．その他  

○事務局より 

令和4年度の本会議は、他市町村の状況を踏まえ、年に1回の開催とし、11月頃に前年度の実績報告と、

当該年度の中間報告を予定しています。 

 

 

【閉会】 


